
　島根大学萌芽研究プロジェクト「新しいヒッグス理論と初期宇宙についての研究」では，スイスの
CERNで行われているLHC実験が発見したヒッグス粒子を鍵として理論的研究を行っています。また，
2015年に質量があることがノーベル賞受賞理由となったニュートリノとヒッグスの物理を統一して考
える可能性を探ることで，ニュートリノの質量獲得機構を解き明かすことを目標としています。

【特色】
　我々の研究の特色は，ニュートリノの質量生成機構と我々の真空安定性を結び付けることです。本研究
において，type-IIシーソー機構であれば我々の真空を安定させつつニュートリノに質量を与えうるという
ことを示しました。

【研究成果と今後の展望】
　『ニュートリノ』は，宇宙で光子の次に存在量の多い素粒子ですが，非常に弱い相互作用のために観測が
難しく，その正体はほとんどと言っていいほどわかっていません。特に，ニュートリノの存在が示唆されてか
ら70年近く質量はないものとされていました。しかしながら，質量がないと起き得ないニュートリノ振動現
象が確認されたことから，その質量獲得機構についての議論が広くなされるようになりました。
　本研究では，type-IIシーソー機構というニュートリノ質量生成機構であれば，素粒子標準模型の困難
のうちのひとつである真空安定性を解決しつつ，自然にニュートリノ質量が説明できることを示しました。
また，LHC実験などの加速器実験においての検証可能性も示しました。今後さらに精密となる近い将来
の実験によって真実が明らかになってくると期待しています。
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新しいヒッグス理論と初期宇宙についての研究

グループ紹介

　We conduct a theoretical research into a new theory based on the Higgs particle which was dis-
covered at an LHC experiment at CERN in Switzerland. We try to combine a theory of Higgs and that 
of neutrino, discovery of whose finite mass brought about a Novel Prize in 2015, for resolving the 
neutrino-mass generation mechanism.

(横軸：新しいヒッグスの質量，縦軸：標準模型からのずれ)
図：加速器実験における検証可能性
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Investigation of new Higgs theory and the early universe

　本プロジェクトは,コンピュータ理工学,医学,看護学,福祉学の学際的な研究者,さらには地域の福祉機
器製造・レンタル・販売事業者,介護事業者,特別支援学校などと情報通信技術（ICT）を活用した「次世代
型地域福祉クラスタ」を形成することにより,高齢者および障がい者の生活の質（QOL）を高め,介護者の
負担を軽減することを目指しています。さまざまなデータを計測・解析する機能を有する福祉機器を開
発し,医療,介護,福祉サービスおよび更なる福祉機器の開発・提供に活用する研究に取り組んでいます。

　本プロジェクトでは,ポジショニング,コミュニケーション,移動などの支援を具体的なテーマとして設定し,
研究開発を行っています。ポジショニングでは,運動障がい者がさまざまな活動を行う際に,理学療法士や
作業療法士がその活動に適する安定した姿勢を提供します。ポジショニングを支援するため,複数の身体
部位にセンサを取り付けて,動き方を計測し,異常筋緊張の亢進やその他の異常運動パターン（以下,不随
意運動と総称）の解析結果を図1のように可視化するシステムを開発しました。実験において,本システム
による不随意運動の解析結果と経験豊富な療法士の評価は83.7%一致することが明らかになっていま
す。療法士の知識・経験にデータを補えばより良いポジショニングにつながり,また不随意運動の程度を客
観的に示すこれらのデータは情報共有にも有用であると考えられます。
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ICT を活用した次世代型地域福祉クラスタ

研究者紹介

　This project aims to improve quality of life of people with special needs including elderly people and 
reduce the burden of caregivers through developing “smart well-being cluster for local community.” 
The cluster consists of interdisciplinary researchers in the field of computer science and engineering, 
medical and nursing sciences and social welfare, and people of rental/sales business, care-taking 
business people, special needs school people concerned with assistive technology in the local community. 
We are developing assistive technology devices and services based on Information Communication 
Technology (ICT) for sharing and reusing data automatically and/or manually collected within the cluster.

本プロジェクトの研究成果は,「日本認知症ケア学会平成26年度石﨑賞」,「LIFE2014若手プレゼンテーション賞」,
「LIFE2015若手プレゼンテーション賞」,「第30回リハ工学カンファレンスinおきなわ学生セッション優秀賞」を受賞しました。

図1. ポジショニング支援システムの画面例
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